スパイディ：無限の青空…
こんなに天気が悪いんじゃ どこにも歩けない

降りよう、少し安全なところに

クモ感覚が鳴り響ている！
後をつけられてる感じだ…
準備した方がいいな

なんだこれは！

ロボット：少数の最終調整で ロボットはスパイダーマンを捕まえられる
そうすれば ジェイジョナジェイムソン様と取引できる

スパイディ：うしろにいたのは確かだ、でもどうして？

"出動！ジェイムソン・ロボ"
ジェイムソン：これの何がいいんだ？ただの写真じゃないか！
ピーター：しかしジェイムソンさん、私にチャンスを！
ベティー：あ、あれなに？
謎の男：ジェイムソンさんにお会いしたいのですが…

ジェイムソン：ワシがそうだ！あと、どなただ！

ヘンリー・スマイス：私はヘンリー・スマイス、発明者です！
                    アンチスパイダーマンの社説を読みました
　　　　　　　　　　ここに覆面を捕まえるロボットがあります
                    保証付きとして

ジェイムソン：そんなガラクタ必要ない！さあ出てってくれ！
ピーター：そうだよ ジェイムソンさん！
          あんなガラクタでスパイダーマンは捕まえるなんて（笑）
スマイス：ああ！それができるんですよ！
ジェイムソン：うーん・・・わからんなぁ・・・
スマイス：しかし、ジェイムソンさん
          このロボットの顔には 自分の顔を映るように作ったんですよ
          スパイダーマンを追いかけてみては如何ですか？
          このロボットは、スパイダーマンがどこにいるか
　　　　　センスが感知して 獲物を追いかける仕組みになってます

ピーター：用事を思い出した 映画に行ってくる

スマイス：さすがです！さあ、部屋を一周して！
ジェイムソン：ありゃなんだ？
スマイス：あれは 彼を迎えに行くための信号です
　　　　　それでは自動に設定します
ジェイムソン：できるぞ、できるぞ！
              これで覆面強盗を捕まえられる！
ピーター：不思議だ… あのロボット本当に動く？
　　　　　それとも スマイスの嘘？
          それが答えだ これは実験じゃない
           ここなら見つからないだろう
           そろそろ行かなくっちゃ
Ｊロボ：ＯＫ，スパイダーマン！もはやこれまでだ！
スパイディ：それを理解するのはキミだ！
　　　　　　わけわかんない！
            ならダブルショットはどう？
            特殊曲面でも持ってる？
Ｊロボ：好きなだけ避けろ！スパイダーマン
        永遠に避けられないと思え！
汗かきスパイディ：しばらく屋上にいたほうが いいな…
Ｊロボ：少しでも登る気か？スパイダーマン
        ワシからは逃げられんぞ？
スパイディ：ロ…ロボットも登れるの？

Ｊロボ：降参しろ、スパイダーマン！
        ワシはどこまでも進むぞ！
        もう疲れたろ！スパイダーマン
　　　　ハハハハハハ！
　　　　ハハハハハハ！
スパイディ：元気を回復しなくっちゃ！…水だ！
            水の中ならロボットはやってこない！
            上手くいった！物が見えない…
            わぁ！なんて日なのか…

Ｂパート

ジェイムソン：ハハーン！ 勝利の瞬間だ！
              見ろ！ジェイムソン・ロボが、
              スパイダーマンを取り押さえている！
              ハハハハ！
              このバラードの日については詩人が書くこと！
              大統領はこの事実を宣言するだろう
              ジェイ・ジョナ・ジェイムソン・デー！
　　　　　　　ウェブヘッドの脅威はこのワシが征服する！
　　　　　　　消えた！画面が消えた！
ミス・ブラント：やっちゃった！
ジェイムソン：スマイス、プラグを！
              ミス・ブラント、早退したらどうだ？
              もちろん、無給で！
ミス・ブラント：上司は時々、私を怒らせることが多いのよね！
ロボット：スパイダーマンは逃げた！
　　　　　しかしまだ遠くにはいってない！
スパイディ：何だか胸騒ぎがする…
            しつこいやつだな！
            だったら、追い抜いちゃえ！
ロボット：この時点じゃリアルエンドの一線だぞ！
          ああ、トランポリンなんぞ潰してやる！
スパイディ：寝かし付けよう！…ここまでおいで、ジェイムソン・ロボ！
ジェイムソン：この時を待っていた！
              そしてワシがジェイムソン・ロボだ！
              片手で覆面を捕まえてやる！
スマイス：オホホン
ジェイムソン：えー、へへへ、もちろんスマイスの助けを狩りて　　　　　　
ベティ：警察なら助けてくれるかも
        サポートしてくれるだろうし
巡査：49区のオブライエン巡査だ
ベティ：ロボットが町で大暴れしているのですが…
巡査：お嬢さん、それ何かの見間違いですよ！
ベティ：違うわ？ロボットがスパイダーマンの後を追ってるの！
巡査：スパイダーマン！？どうして言わなかった！
      まあいい、すぐ調査だ！…マーフィー

スパイディ：もう…これ以上…息…できない…よ…
ロボット：おお、疲れてるのかい？ウェブヘッドちゃん
          長時間休憩してみたら？

（ぶつかるスパイダーマン）

　　　　　アァー、アハハハ！見ろ！究極のスパイダーマン！
          貴様はジェイムソン・ロボから出られまい！
ジェイムソン：ビンゴー！大当たりだ！
スマイス：ロックされたみたいですね。
ジェイムソン：我々も向かいましょう！

スパイダーマン：まずい、画面が消えてる 来ちゃうかも！
                力づくでもダメか…
                だけどまだ頭脳は残ってる 指の吸引力！
                さあ JJがやってくる前に"スパイダーマンのダミー"を作ろう

スマイス：ロボットの位置を特定しました
　　　　　もうすぐです
          ここでとめてくれ

ジェイムソン：止まった！見失った！

スマイス：慌てないでジェイムソンさん
          エレベーターが妨害してるんです
          ほらね？再開した
　　　　　屋上にいるよ

ジェイムソン：いたぞ！下がって！
              今日で仮面舞踏会も終わりだ！
　　　　　　　覆面の正体を全世界にばら撒いてやる！あぁ～！

スマイス：ジェイムソンさん 彼の頭に何をしたんですか？
ジェイムソン：何もしとらん！頭…だけだ！
              またウェブヘッドに騙された！
              ああなぜだぁ、なぜこう不幸ばかり続くんだ！
              お前のせいだ！それを持って今すぐ出て行け！
スマイス：蜘蛛衝動発生機に異常はなかった、仕方ない。
          作り直しだ

ジェイムソン：なんだこれは…
              お世辞は結構 親愛なる隣人スパイダーマン
              これも？どれだけ摂取できると思ってんだ！

桂似の警官：ジェイムソンさん！

ジェイムソン：やつはいた！いたんだよ！
              スパイダーマンがまたワシをバカにした…うう…

桂似の警官：さあさあジェイムソンさん、キミは一生懸命働いた
            休憩したらどう？

ピーター：ベティー、ジェイムソンさんに会ってもいい？
ベティ：すみません、ジェイムソンさんはお休みです
ピーター：どうかしたの？
ベティー：ええ、クモに刺されたんだって！